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１． はじめに 
 近年，陸上に比べて膨大な風力エネルギーが眠る洋上での風力発電が注目されている．一方，四方を海に

囲まれているにもかかわらず，風車設置可能な水深の浅い海域が少ないわが国では，せっかくの膨大な風力

エネルギーが手つかずの状態にある．ところが，瀬戸内海は水深が浅いうえ，700 を超える島々が存在し，

波浪も穏やかであるなど，洋上発電に適した多くの特徴を有する．さらに，沿岸には工業地帯が広がり，多

くのコンビナートが存在する．コンビナート沖の洋上風力で電気分解により水素を製造すれば，水素の大消

費地であるコンビナートで活用できるとともに，気象条件による不安定な変動が弱点である風力エネルギー

の安定的供給および効率的利用が可能になると考えられる．従来の系統連系方式よりも有効な風力発電事業

モデルになる可能性を秘めるとともに，石油に代わる水素社会の早期実現やコンビナートからの CO2 削減に

も貢献できる可能性がある．本研究ではこの新しい風力発電事業方式の可能性を探るため，LAWEPS 工学モ

デルによる風況データをもとに、瀬戸内海のコンビナート沖

合での風力発電賦存量について検討した． 
 
２． 解析条件と方法 
瀬戸内海沿岸には多くのコンビナートがあるが，そのうち

宇部，周南，水島の各コンビナート（図 1）を対象として，

それぞれコンビナートとその沖合を含む東西 10km，南北

30km の領域を解析した．発電量試算のための風のデータは

LAWEPS 工学モデル 1)による４次領域の解析結果を用いた．

図 2 に示す性能を有する定格出力 1500kW の風車を想定し，

LAWEPS 工学モデルの解析から得られた地上 70m 高さのワイ

ブル係数 k, c を用いて年間発電量および設備利用率を求めた． 
 
３． 解析結果および考察 

宇部，周南，水島の各コンビナート周辺の地上高さ 70m の

年平均風速，年間発電量，設備利用率，水深の分布を図 3～5
に示す．宇部が最も風況が良く，全領域で 5m/s 以上，洋上で

はおよそ 6～7m/s となっている．周南は比較的土地の起伏が

激しいため，陸地に近い場所では 4m/s 以下から 7m/s 以上の

広い範囲で風速が分布し，沖合では 6～7m/s の地域が広がっ

ている．水島はほとんど 5m/s 以下の低風速地域である． 
年間発電量は風速分布の傾向と一致した分布性状が見られ

る．500m 間隔で風車を設置したと仮定し，沿岸 15km 以内の

洋上と島部の年間総発電量を試算した結果が表 1 である．や

はり風況の良い宇部の発電量が多い．表 1 には発電電力を水

素に変換したと仮定したときの水素量について，工業生産で

の水素副生能力が全国一である山口県の水素供給可能量（約

8.9 億 Nm3/年）2)に対する比率も示している．実際には，水の

電気分解による水素変換効率を考慮すればこれより低い値に

なるが，変換効率を 50%としても，宇部と周南だけで山口県

の水素供給可能量に匹敵する．なお周南では，徳山湾を囲む

大島半島は試算に含めていないため，これを含めればさらに

大きな発電量，水素量が得られる． 
設備利用率もおよそ風速分布に準じている．採算性の面で

20%以上の設備利用率が望ましいとされるが，宇部は全域で

20%を超え，ほとんどが 30~40%，一部で 40%を超える．周南は陸地の起伏の影響により山頂付近のごく一部
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図 1 対象とするコンビナート 
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図 2 風車の出力曲線と諸元 

 
表 1 沿岸 15km 以内の年間総発電量 

 宇部 周南 水島

発電量 (GWh) 3140 2082 1429
水素量の比率(%) 118.1 78.3 53.7

風車台数 644 628 711 

土木学会第61回年次学術講演会（平成18年9月）

-181-

1-091



で 40%を超えるが，多くは 20～40%の

地域で，沖合では 30～40%となる．水

島ではほとんどが 20%を下回り，10%
以下の場所も見られることから，

1500kW よりも小規模であっても低風速

における発電効率が高い風車を採用す

る方が望ましいと考えられる． 
洋上風車にとっては低水深の場所が

有利である．組杭式の基礎構造などを

想定すれば 30m 超の水深では技術面や

コスト面で建設が難しくなると考えら

れる．宇部はおよそ 30m 以下となって

おり，沿岸から 5km 程度であれば 10m
以下の低水深の場所も広がっている．

周南は沿岸では 20m 以下であるが，風

況の良い沖合では 30m を超えてしまい，

風況と水深がトレードオフの関係にあ

る．水島はほとんどが 20m 以下であり，

３コンビナートの中では最も低水深の

場所が多い．しかも島も多いため，洋

上風車建設の面では有利である． 
 
４． まとめ 
宇部，周南，水島の各コンビナート

地域の風況特性から，主に沖合洋上に

着目して発電量を試算するとともに，

設備利用率や水深との比較などからコ

ンビナート沖における洋上発電の実現

可能性について検討した．その結果，

以下の知見が得られた． 
(1) 宇部は沿岸から沖合にかけて風況が

良好で水深の浅い場所が広がり，３地

域の中では最も洋上発電に適する． 
(2) 周南は風況の良い場所と水深浅い場

所がトレードオフの関係にある．沿岸

部浅瀬や島部，半島部の高所への風車

設置が有望と思われる． 
(3) 水島は全体的に風況が弱いが，水深

が３地域の中では最も浅く島も多いた

め，洋上風車建設には適している． 
(4)風力により水素を製造した場合，宇

部と周南のコンビナート沖だけでも，

山口県の水素供給可能量に匹敵する風

力エネルギーが見込まれる． 
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図 3 宇部コンビナート 

図 4 周南コンビナート 

図 5 水島コンビナート 
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